
頑張って演じるぞ！

田島小学校

■６月定例会・・・・・・・・・・・・・２㌻
　議案審議
■一般質問・・・・・・・・・・・・・・４㌻
　１１人の議員が町政を問う
■第１回臨時会・・・・・・・・・・・・16㌻
■南会津地方町村議会議員大会・・・・・17㌻
■町民の声・・・・・・・・・・・・・・18㌻

第５３号
令和元年８月９日

「南会津の伝統文化を
　　学ぼう (歌舞伎学習 )」

総合的な学習の時間
→17㌻で紹介

みなみあいづ

議会だより



６ 月 定 例 会議案審議

２

　令和元年第２回定例会が、６月７日から１４日までの８日間の会期で行われました。　
　町からは、条例改正２件、令和元年度補正予算３件、報告２件、その他の議案６件が提
出されました。
　また、議会からは委員会提出議案２件が提出され、慎重な審議が行われました。

　　　　　　　【工事請負契約】
◆ 工事名
　さゆり荘建設事業　
　パブリック棟建築主体工事
◆ 工事内容
　鉄筋コンクリート造り
　地上 2 階 ･ 地下 1 階建て
　延べ床面積 1,214.14㎡
　建築主体工事一式
◆請負金額　３億６，９６０万円
◆工事場所　界字湯の入地内
◆契約の相手方　南総建株式会社

議案第 56 号 ５

件

の

契

約

案

件

を

可

決

建て替えが本格的に始まる「界温泉さゆり荘」

　　　　　　　【工事請負契約】
◆ 工事名
　さゆり荘建設事業　
　パブリック棟電気設備工事
◆ 工事内容
　鉄筋コンクリート造り
　地上 2 階 ･ 地下 1 階建て
　延べ床面積 1,214.14㎡
　電気設備工事一式
◆請負金額　９，７７７万６，８００円
◆工事場所　界字湯の入地内
◆契約の相手方　有限会社谷地電気

議案第 57 号

　　　　　　　【工事請負契約】
◆ 工事名
　さゆり荘建設事業　
　パブリック棟空調設備工事
◆ 工事内容
　鉄筋コンクリート造り
　地上 2 階 ･ 地下 1 階建て
　延べ床面積 1,214.14㎡
　空調設備工事一式
◆請負金額　５，３７９万５，５００円
◆工事場所　界字湯の入地内
◆契約の相手方　八ツ橋設備株式会社
　　　　　　　　南会津支社

議案第 58 号

　　　　　　　【工事請負契約】
◆ 工事名
　さゆり荘建設事業　
　パブリック棟給排水衛生設備工事
◆ 工事内容
　鉄筋コンクリート造り
　地上 2 階 ･ 地下 1 階建て
　延べ床面積 1,214.14㎡
　空調設備工事一式
◆請負金額　１億２, ７８２万円
◆工事場所　界字湯の入地内
◆契約の相手方　会津ガス株式会社
　　　　　　　　田島営業所

議案第 59 号

　　　　　　　【物品購入契約】
◆ 契約の目的
　建設機械購入
◆ 契約の物件
　除雪ドーザ　１台
　規格型式　14 ｔ級車輪式
　第４次排出ガス規制対策型
　本体コマツ製ＷＡ２７０－８Ｙ
◆請負金額　２，２４４万円
◆契約の相手方　
　コマツ福島株式会社　会津支店

議案第 60 号



６ 月 定 例 会 議案審議

３

議
案
第
64
号

　

令
和
元
年
５
月
１
日

に
議
員
の
改
選
が
あ
っ

た
こ
と
に
伴
う
監
査
委

員
の
選
任
案
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
湯

田
良
一
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
監
査
体
制

の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

国

へ

意

見

書

を

提

出

総
務
委
員
会
提
出
議
案

　

地
方
自
治
体
は
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
と
保
育
人

材
の
確
保
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
の
医
療
・
介
護

な
ど
の
社
会
保
障
へ
の
対
応
、地
域
交
通
の
維
持
な
ど
、

果
た
す
役
割
が
拡
大
す
る
中
で
、
人
口
減
少
対
策
を
含

む
地
方
版
総
合
戦
略
の
実
行
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ

の
対
応
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
防
災
・
減
災
事
業

の
実
施
な
ど
、新
た
な
政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
公
務
員
を
は
じ
め
と
し
た
公
的
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
人
材
が
限
ら
れ
る
中
で
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
細
や
か
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
と

な
っ
て
お
り
、
人
材
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ

に
見
合
う
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

本
来
、
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

財
源
面
を
担
保
す
る
の
が
地
方
財
政
計
画
の
役
割
で
す

が
、
財
政
再
建
目
標
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
に
歳
出
削

減
が
行
わ
れ
、
結
果
と
し
て
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
が
削

減
さ
れ
れ
ば
本
末
転
倒
で
あ
り
、
国
民
生
活
と
地
域
経

済
に
疲
弊
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
２
０
２
０
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財

政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る

財
政
と
す
る
の
で
は
な
く
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見

積
も
り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の

充
実
と
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
強
く
求
め

ま
す
。

（
一
部
抜
す
い
）

採択

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

監

査

委

員

の

選

任

私たちが監査します

写真左より、湯田委員、木下委員、渡部委員

代表監査　木下光廣　委員　３期

監　　査　渡部弘明　委員　新任

議会選出　湯田良一　委員　２期

監査
体制

※渡部委員は令和元年５月臨時会
　にて新たに選任されました。

文
教
厚
生
委
員
会
提
出
議
案

採択

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
の
継
続
と
被
災

児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
被

災
を
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
等
が
困
難
な
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
、「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事

業
」
が
全
額
国
庫
負
担
の
単
年
度
の
交
付
金
事
業
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
学
校
で
学
ぶ
た
め
の
極
め
て
有
効

な
支
援
事
業
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
平
成
30
年
４
月
時
点
で
約
１
万
７
千
人

も
の
子
ど
も
た
ち
が
県
内
外
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
お

り
、
そ
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
経
済
的
な
支
援
を
必

要
と
し
て
お
り
、
学
校
現
場
か
ら
も
事
業
の
継
続
を
望

む
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
交
付
金
」
は
非

常
に
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
に
係
る
予
算

は
単
年
度
措
置
の
た
め
、
事
業
が
終
了
も
し
く
は
規
模

が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
被
災
児
童
生
徒
の
就

学
支
援
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た
動
き
は
本
格
的
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
被
災
児
童
生
徒
就

学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
に
よ
る
就
学
支
援
は
必
要
で

す
。

　

よ
っ
て
、
令
和
２
年
度
以
降
も
本
事
業
を
継
続
し
、

必
要
な
財
政
措
置
を
行
い
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に

継
続
し
た
就
学
支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
ま
す
。

（
一
部
抜
す
い
）



登壇順序・質問項目

４

一般質問

１　渡部　訓正　議員・・・・５㌻
　　①若者の雇用確保に向けて
　　②地域医療の充実に向けた、県立南会津病
　　   院の充実を
　　③町内にある介護施設の中で、特別養護老
　　   人ホーム（４箇所）と、介護老人保健施
　　   設（１箇所）の現状と課題

【一般質問とは】
　町の行財政全般にについて議員が提言を含めて町に考えを聞くことです。
　令和元年度６月定例会の一般質問は、１２～１３日の２日間にわたり行われました。

１１人の議員が登壇

２　楠　　正次　議員・・・・６㌻
　　①国民健康保険税（制度）
　　②貯筋と食育で健康づくり
　　③野生動物の農産物被害対策
　　④発達障がい

３　五十嵐芳道　議員・・・・７㌻
　　①南郷スキー場の運営について
　　②県立南会津高等学校の存続に向けた取り組
　　　  みについて

４　丸山　陽子　議員・・・・８㌻
　　①中学生を対象にピロリ菌検査治療の支援を

６　馬場　　浩　議員・・・・10㌻
　　①公共施設の管理について
　　②林業成長産業化地域創出モデル事業について

５　湯田　　哲　議員・・・・９㌻
　　①町道の災害復旧の進捗状況及び今後の工事
　　　  予定は
　　②この冬の除雪について
　　③来年度から小学校で必修化されるプログラ
　　　  ミング教育への準備状況は

７　湯田　芳博　議員・・・・11㌻
　　①雇用の実態と対策
　　②障がい者と言われる方々への生活支援対策
　　③教育行政執行上の課題と対策
　　④町の財政運営の課題と対策
　　⑤選挙管理委員会委員の品位と規範

８　大桃　英樹　議員・・・・12㌻
　　①広告補助金で商業活性化
　　②子ども議会の開催で町の未来図を描こう

９　湯田　良一　議員・・・・13㌻
　　①空き家バンクを活用し人口減少にブレーキを
　　②幼稚園、小学校、中学校にエアコンの導入と、
　　　  これからの夏休みの期間について

10　山内　　政　議員・・・・14㌻
　　①南会津町地域公共交通網形成計画について

11　星　　光久　議員・・・・15㌻
　　①町民の安全・安心対策
　　②少子化対策



　

若
い
方
が
少
な

　

く
、
地
域
の
活

力
と
元
気
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

若
者
の
雇
用
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
最
優
先

課
題
と
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、町
の
取
り
組
み
は
。

町政を問う
一般質問

　

こ
れ
ま
で
も

　

県
に
要
望
し

て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

施
設
基
準
の
た
め
、
病
床

数
減
は
や
む
を
得
な
い
と

考
え
ま
す
。

問
　

高
校
生
対
象

　

の
合
同
企
業

説
明
会
や
、
初
の
試
み
で

一
般
求
職
者
や
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
対
象
の
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
、
地

元
定
着
を
目
指
す
と
と
も

に
、
故
郷
へ
の
愛
着
を
育

む
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

町
長

５

町長＝雇用確保に向け、各種施策を実施

若者雇用で地域に活力と元気を

町
長
＝
強
く
要
望
し
て
い
く

　

現
在
、
診
療
科

　

は
12
科
で
す

が
、
常
勤
医
師
配
置
は
４

科
で
す
。

　

病
院
充
実
に
向
け
、
４

科
以
外
の
常
勤
医
師
配
置

を
さ
ら
に
強
く
要
求
す
る

考
え
は
。

　

ま
た
、
病
床
数
の
減
を

少
な
く
す
る
よ
う
要
請
し

て
は
。 問 県

立
南
会
津
病
院
の
常
勤
医
師
配
置
増
を

町
長

　

定
住
促
進
の
交

　

付
金
事
業
を
増

額
す
る
考
え
は
。

問
　

増
額
は
考
え

　

て
い
ま
せ

ん
。 町
長

　

雇
用
の
安
定
の

　

た
め
に
第
三
セ

ク
タ
ー(

み
な
み
や
ま
観

光
、会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
、

振
興
公
社)

な
ど
の
年
代

ご
と
の
最
低
賃
金
を
定
め

て
は
。 問

　

第
三
セ
ク
タ

　

タ
ー
法
人

は
、
給
与
規
定
に
基
づ
き

年
齢
や
勤
務
年
数
に
よ
り

基
本
給
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

振
興
公
社
は
、
昨
年
度

か
ら
子
育
て
世
代
に
厚
み

を
持
た
せ
た
給
料
表
に
見

直
し
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
定
就
労
で

経
済
基
盤
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

町
長

　

本
町
に
は
、
特

　

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
４
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
が
１
施
設

あ
り
ま
す
が
、
各
施
設
の

経
営
状
況
と
今
後
の
支
援

策
は
。 問 町

長
＝
経
営
改
善
に
向
け
支
援
策
を
検
討

特
老
ホ
ー
ム
な
ど
の
経
営
状
況
は

　

特
老
の
４
施

　

設
は
赤
字
で

す
。

　

介
護
保
健
施
設
は
黒
字

で
す
。

　

施
設
に
対
し
経
営
改
善

に
向
け
た
協
議
を
行
い
、

支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

町
長

渡
部　

訓
正　

議
員

南会津合同企業説明会・就職面接会のようす

（令和元年 7 月 26 日　御蔵入交流館）



　

国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
の
推

移(

平
成
18
・
23
・
28
・

30
年
度)

と
国
民
健
康
保

険
会
計
医
療
費
の
推
移
は
。

　

国
民
健
康
保
険

　

税
の
条
例
改
正

の
理
由
は
。

　

本
年
度
の
国

　

民
健
康
保
険

事
業
納
付
金
が
確
定
し
、

国
民
健
康
保
険
税
収
を
決

定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
が
提
示
し
た
本

町
の
標
準
保
険
税
率
を
参

考
に
本
算
定
を
行
っ
た
結

果
を
も
と
に
、所
得
割
額
、

均
等
割
額
、
平
等
割
額
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問町
長

町政を問う
一般質問

楠　
　

正
次　

 

議
員

６

町長＝国民健康保険事業納付金が確定
国民健康保険税改正の理由は

問
　

下
表
の
と
お

　

り
で
す
。

町
長

国民健康保険被保険者の推移

9,162人

5,452人
4,291人 3,823人

18年度 23年度 28年度 30年度

※平成 18 年度は後期高齢者制度施行前の数字

16億
7,837万円

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

16億
522万円

15億
8,793万円

15億
267万円

14億
4,817万円

国民健康保険会計医療費の推移

※千円未満切り捨て

　

被
保
険
者
が
減

　

少
す
る
中
、
今

後
の
国
民
健
康
保
険
制
度

運
営
の
考
え
は
。

問
　

国
民
健
康
保

　

険
は
被
保
険

者
の
減
少
で
医
療
費
総
額

は
減
少
し
ま
す
が
、
医
療

町
長

技
術
の
高
度
化
に
伴
い
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は

年
々
増
加
傾
向
で
す
。

　

今
後
は
予
防
医
療
の
徹

底
や
健
康
づ
く
り
事
業
の

さ
ら
な
る
推
進
で
医
療
費

の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

野
生
動
物
の
農
作
物
被
害
対
策
は

町
長
＝
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
が
重
要

　

今
後
の
野
生
動

　

物
被
害
防
除
の

考
え
は
。
問

　

野
生
鳥
獣
被

　

害
対
策
の
基

本
は
「
個
体
数
調
整
」「
生

息
環
境
管
理
」「
被
害
防

除
」
で
、
こ
れ
ら
の
被
害

対
策
を
地
域
全
体
で
取
り

町
長

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

農
家
の
高
齢
化
や
集
落

の
人
口
減
少
が
進
む
中
、

鳥
獣
被
害
対
策
の
負
担
軽

減
も
大
き
な
課
題
で
、
よ

り
効
率
的
な
対
策
が
必
要

と
考
え
、
東
京
農
工
大
学

や
福
島
大
学
と
連
携
し
た

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
貯
筋
と
食
育
で
健
康
づ
く
り

　
・
発
達
障
が
い



　

県
で
は
、
平

　

成
30
年
５

月
に
、
県
立
高
等
学
校
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
統

合
に
対
す
る
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
田
島
高
等
学

校
、
南
会
津
高
等
学
校
振

興
連
絡
協
議
会
総
会
を
開

い
た
際
に
、
県
教
育
庁
の

県
立
高
等
学
校
改
革
監
を

招
き
、
両
校
の
存
続
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。　
　

　

同
年
12
月
、
高
等
学
校

改
革
監
来
庁
の
際
に
、
再

度
町
と
し
て
県
の
方
針
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
が
、
聞
き

入
れ
て
は
も
ら
え
ず
、
平

成
31
年
２
月
に
統
合
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
５
月
13
日

　

に
開
催
さ
れ
た

※
１

　

議
員
懇
談
会
に
て
、
指

定
管
理
者
の
解
除
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
公
募
の
際

に
、
さ
い
た
ま
市
の
学
校

撤
退
分
の
利
益
補
填
を
求

め
ら
れ
た
場
合
の
対
応

と
、
南
郷
ス
キ
ー
場
の
存

続
の
考
え
は
。

　

指
定
管
理
者

　

の
応
募
が

無
い
た
め
、
公
募
に
よ
る

指
定
管
理
者
の
選
定
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
重

要
な
地
域
振
興
の
中
心
で

あ
る
南
郷
ス
キ
ー
場
存
続

の
た
め
、
今
後
は
、
み
な

み
や
ま
観
光
㈱
と
運
営
に

必
要
な
額
も
含
め
て
事
業

継
続
に
向
け
て
協
議
し
ま

す
。 問町

長

五
十
嵐
芳
道　

議
員

町政を問う
一般質問

７

町長＝みなみやま観光（株）と協議

南 郷 ス キ ー 場 の 存 続 は

南
会
津
高
校
存
続
の
取
り
組
み
は

町
長
＝
「
統
合
反
対
」
で
、
関
係
団
体
と
協
議

町
長

　

町
が
直
営
す
る

　

考
え
は
。

　

財
源
や
人
材

　

が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
が
直

営
で
運
営
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問町
長

　

こ
れ
ま
で
の
南

　

会
津
高
等
学
校

存
続
の
取
り
組
み
は
。

問

　

今
後
の
取
り
組

　

み
は
。

問
　

こ
れ
ま
で

　

も
、
県
教
育

委
員
会
と
の
懇
談
会
や
話

し
合
い
の
場
で
、
統
合
反

対
の
意
思
表
示
を
し
て
き

ま
し
た
。

町
長

　

今
後
も
関
係
団
体
と
協

力
し
な
が
ら
、
存
続
に
向

け
た
協
議
、
支
援
を
行
い

ま
す
。

存続が望まれる県立南会津高等学校

　
　
※
１

　

議
員
懇
談
会

　

議
案
の
審
査
や
議
会

の
運
営
に
関
し
、
議
員

が
よ
り
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
協
議
ま
た
は

調
整
を
行
う
会
議
の
こ

と
で
、
議
長
が
必
要
に

応
じ
て
招
集
す
る
。

用語



町政を問う
一般質問

丸
山　

陽
子　

 

議
員

　

現
在
、
胃
が

　

ん
と
診
断
さ

れ
た
90
％
以
上
の
方
は
、

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ピ
ロ
リ
菌
は
免

疫
の
働
き
が
不
十
分
な
５

歳
く
ら
い
ま
で
に
、
ほ
ぼ

感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
若
い
段
階
で
除
菌
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
胃

が
ん
の
発
生
率
を
低
下
さ

せ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
行

の
小
児
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

　
※
１

　

ピ
ロ
リ
菌

　

は
、
５
歳
頃
ま

で
に
感
染
し
、
胃
・
十
二

指
腸
潰
瘍
や
ポ
リ
ー
プ
、

胃
が
ん
な
ど
の
原
因
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
を
早
期
発
見
し
、

で
き
る
だ
け
若
い
う
ち
に

除
菌
す
る
ほ
ど
ピ
ロ
リ
菌

に
よ
る
病
気
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

若
い
う
ち
に
除
菌
す
る

こ
と
は
、
次
世
代
へ
の
感

染
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。 問

町
長

８

町長＝慎重に検討したい

ピロリ菌検査除菌治療の支援を

は
、「
感
染
者
や
そ
の
家

族
に
無
用
な
負
担
を
与
え

な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
基

本
的
に
無
症
状
の
小
児
に

対
す
る
感
染
診
断
や
治
療

は
不
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
支

援
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

国
や
県
の
動
向
を
み
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た
ピ
ロ
リ
菌
検

査
や
陽
性
者
に
対
す
る
除

菌
治
療
の
支
援
が
市
町
村

や
都
道
府
県
単
位
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
胃

が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
が
ん
予
防
に

つ
な
が
る
ピ
ロ
リ
菌
検

査
・
治
療
の
支
援
を
中
学

生
を
対
象
に
実
施
す
る
考

え
は
。

　
　
※
１

　

ピ
ロ
リ
菌

　

ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
の
粘
膜
に
生
息
し
て
い
る
ら
せ
ん
形
を
し
た
細
菌
の

こ
と
。

　

胃
に
は
強
い
酸
（
胃
酸
）
が
あ
る
た
め
、
昔
か
ら
細
菌
は
い
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
発
見
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
、
ピ
ロ
リ

菌
が
胃
炎
や
胃
潰
瘍
な
ど
の
胃
の
病
気
に
深
く
関
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
た
。

　

子
ど
も
の
頃
に
感
染
し
、
一
度
感
染
す
る
と
多
く
の
場
合
、
除
菌
し
な

い
限
り
胃
の
中
に
棲
み
つ
づ
け
、
感
染
す
る
と
炎
症
は
続
く
が
、
こ
の
時

点
で
は
症
状
の
な
い
人
が
多
い
。

用語



　

雪
の
少
な
い
年

　

は
、
除
雪
作
業

員
の
出
動
数
が
減
る
た

め
、
待
機
保
証
料
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
冬
の
待
機
保
証
料

と
そ
れ
が
除
雪
作
業
員
に

支
払
わ
れ
た
か
の
確
認

は
。

　

除
雪
経
費
総

　

額
は
、
約
３

億
８
９
６
８
万
６
千
円

で
、
こ
の
う
ち
、
事
業
者

へ
の
除
雪
委
託
料
は
、
約

２
億
８
０
１
２
万
４
千
円

で
す
。 　

こ
の
冬
、
平
成

　

30
年
度
の
除
雪

経
費
は
。
問

湯
田　
　

哲　

議
員

町政を問う
一般質問

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ

　

ン
グ
教
育
に

向
け
、
本
年
度
分
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
後
、
先

生
方
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
研
修
会
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

９

町長＝実態調査を進める
除 雪 作 業 待 機 保 証 料 支 払 い の 確 認 は

　

文
部
科
学
省
は

　

令
和
元
年
５

月
、
※
２

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
全
国
の
取
り
組
み

状
況
の
調
査
結
果
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

す
で
に
授
業
を
実
施

し
て
い
る
の
は
、
都
市

部
７
１
・
５
％
、
町
村
部

３
１
・
９
％
で
し
た
。

　

本
町
の
取
り
組
み
は
。

問 プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
取
り
組
み
は

教
育
長
＝
先
生
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

町
長

問

　

除
雪
委
託
料

　

の
う
ち
、
待

機
保
証
料
は
、
約
４
６
５

７
万
４
千
円
で
す
。

　

除
雪
事
業
は
、
毎
年

８
月
頃
の
意
見
交
換
会
や

11
月
の
除
雪
会
議
で
、
事

業
者
と
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
待
機

保
証
料
の
支
払
い
の
確
認

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
除
雪
事
業
者
に

対
す
る
実
態
調
査
の
準
備

を
進
め
て
お
り
、
保
証
制

度
に
つ
い
て
も
検
証
し
ま

す
。 町

長

教
育
長

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ

　

ン
グ
教
育
を

進
め
る
上
で
「
南
会
津

I
C
T
活
用
推
進
研
究

会
」
な
ど
、
民
間
の
方
々

の
協
力
も
有
効
だ
と
考
え

ま
す
が
。

問
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ

　

ン
グ
の
知
識

・
技
能
の
高
い
団
体
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
進

め
る
こ
と
は
有
効
だ
と
考

え
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
実
施
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
形
で
ご

協
力
を
得
た
ら
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
有
効
か
、

現
場
の
先
生
方
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。 教

育
長

　
そ
の
他
の
質
問

　
町
道
の
災
害
復
旧
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
工
事
予
定
は

除雪のようす

　
　
※
２

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　

児
童
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体

験
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

意
図
し
た
処
理
を
行
わ
せ
る
た
め

に
論
理
的
思
考
を
身
に
付
け
る
た

め
の
学
習
活
動
の
こ
と
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
２
０
２
０

年
度
か
ら
の
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
全
面
実
施
に
向
け

て
、
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
へ

準
備
を
促
し
て
い
る
。

用語



　

林
業
成
長
産
業

　

化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
の
計
画
に
は
、

森
林
組
合
の
体
質
強
化
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ

の
有
効
活
用
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
政
策
は
。

　

現
在
、
伊
南
地

　

域
に
は
老
朽

化
し
廃
屋
と
な
っ
た
施

設
（
旧
伊
南
小
、
旧
伊
南

保
育
所
、
旧
窓
明
の
湯
な

ど
）
や
、
使
用
し
て
い
な

い
施
設
（
せ
せ
ら
ぎ
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
）
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
今
後
の
対
応

は
。

　

現
在
策
定
中

　

の
南
会
津
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
個
別
施
設
計
画
で

は
、
旧
伊
南
小
と
旧
伊
南

保
育
所
と
旧
窓
明
の
湯
が

除
却
、
せ
せ
ら
ぎ
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
は
廃
止
の
方

針
案
と
な
っ
て
お
り
、
伊

南
地
域
協
議
会
で
も
説
明

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問

町
長

町政を問う
一般質問

馬
場　
　

浩　

 

議
員

10

町長＝住民の意見を反映し方針を決定
使用していない施設の対策は

林
業
へ
の
具
体
的
政
策
は

町
長
＝
森
林
組
合
の
機
能
強
化
を
行
っ
て
い
る

問
　

森
林
組
合
は

　

町
内
の
森
林

業
を
担
う
重
要
な
組
織
と

考
え
て
お
り
、
機
械
化
の

支
援
や
人
材
育
成
、
新
規

就
労
者
支
援
な
ど
、
機
能

強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長

　

今
後
、
住
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
、
最
終
的
な

対
応
方
針
を
決
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
旧
伊
南
小
の
除

却
後
の
跡
地
に
つ
い
て

は
、
跡
地
利
用
基
本
構
想

に
基
づ
き
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

現
在
、
森
林

　

組
合
の
木
質

チ
ッ
プ
工
場
が
休
業
状
態

で
す
が
、今
後
の
対
策
は
。

問
　

森
林
組
合
の

　

チ
ッ
プ
工
場

は
生
産
量
に
限
界
が
あ

り
、
品
質
も
不
安
定
で
あ

る
た
め
、
抜
本
的
改
良
が

必
要
で
す
が
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
、
役
割
を
果
た

し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
民
間
の
動
き

を
踏
ま
え
、
木
材
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
向

け
、
最
適
な
チ
ッ
プ
加
工

施
設
の
整
備
を
、
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。 町

長

除却が検討されている伊南小学校校舎



　

外
部
講
師
を

　

招
き
接
遇
研

修
や
視
察
研
修
を
行
っ
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度

　

よ
り
再
任
用

制
度
を
導
入
し
、
年
金
が

受
給
で
き
る
ま
で
の
取
り

扱
い
で
、
現
在
の
再
任
用

職
員
は
12
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

就
任
２
期
目
か

　

ら
現
在
ま
で
役

場
職
員
退
職
者
を
再
任
用

し
た
実
情
と
、町
が
出
資
、

資
金
を
助
成
す
る
団
体
へ

の
役
場
を
退
職
し
た
職
員

の
採
用
状
況
と
そ
の
基
準

や
方
法
は
。

問

町政を問う
一般質問

湯
田　

芳
博　

議
員

　

町
が
出
資
、
資

　

金
を
助
成
す
る

団
体
の
経
営
能
力
向
上
を

図
る
た
め
の
人
材
育
成

は
。 問

11

町長＝平成 28年度から再任用制度を導入

雇 用 の 実 態 と 対 策 は

町
長

　

在
宅
生
活
者
に

　

対
し
「
生
き
甲

斐
づ
く
り
」
政
策
は
。

障
が
い
者
と
言
わ
れ
る
方
々
へ
の
支
援
対
策
は

町
長
＝
就
労
や
活
動
す
る
機
会
を
提
供

問

　

希
望
に
沿
っ

　

た
内
容
で
就

労
や
活
動
す
る
機
会
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
各
種
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

　

主
な
施
策
の
一

　

つ
に
「
高
等
学

校
支
援
」事
業
が
あ
る
が
、

目
的
と
成
果
は
。

問

　

生
徒
数
の
確

　

保
、
教
育
の

振
興
へ
の
支
援
事
業
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

一
定
の
成
果
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

教
育
長

教
育
行
政
上
の
課
題
と
対
策
は

教
育
長
＝
支
援
事
業
に
対
し
補
助
金
を
交
付

　

早
期
健

　

全
化
基

準
の
25
％
を
下
回
っ
て
お

り
問
題
は
な
い
と
考
え
ま

す
。

代
表
監
査
委
員

　

過
去
５
年
間
の

　

町
の
財
政
運
営

状
況
と
、
将
来
の
財
政
見

通
し
は
。

町
の
財
政
運
営
の
課
題
と
対
策
は

代
表
監
査
委
員
＝
行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
が
必
要

問

　

一
般
財
源
や
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
財
政
の
見
通

し
は
厳
し
く
な
る
と
想

定
。
限
ら
れ
た
財
源
を
効

率
的
、
効
果
的
に
活
用
す

る
事
を
念
頭
に
置
き
、
行

財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推

進
が
必
要
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員

　

会
委
員
と
し
て

の
品
位
と
行
動
規
範
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
の
品
位
と
行
動
規
範
は

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
＝
職
責
は
大
変
重
い
と
認
識

問

　

委
員
の

　

職
責
は

大
変
重
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

常
に
公
正
か
つ
適
正
な

選
挙
の
執
行
に
あ
た
り
正

し
い
行
動
規
範
に
努
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

選
管
委
員
長

　

過
去
５
年
の
間

　

に
、
委
員
の
言

動
で
問
題
は
無
か
っ
た

か
。 問

　

公
正
中

　

立
な
立

場
で
選
挙
事
務
の
管
理
執

行
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

選
管
委
員
長



　

町
の
商
業
の
状

　

況
は
。
ま
た
、

商
業
活
性
化
の
方
策
は
。

　

人
口
・
店
舗

　

数
の
減
少
に

よ
る
中
心
市
街
地
の
集
客

力
低
下
に
加
え
、
大
型
店

な
ど
の
出
店
や
消
費
者
の

購
買
行
動
範
囲
の
広
域

化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
通
信
販
売
の
利
用
も

あ
り
、
下
表
の
と
お
り
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
に

よ
る
若
者
の
起
業
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
商
工
会
と
連
携

を
と
り
、
中
小
企
業
の
経

営
安
定
を
下
支
え
す
る
と

と
も
に
、
や
る
気
の
あ
る

若
者
を
引
き
続
き
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

問

大
桃　

英
樹　

 

議
員

町政を問う
一般質問

12

町長＝商工会などと協議し必要性を検討
広 告 補 助 金 で 商 業 活 性 化 を

町
長

「
子
ど
も
議
会
」
で
町
の
未
来
図
を

町
長
＝
実
施
に
向
け
検
討

商業の状況（県商業統計調査結果報告書より）

年　度 年間商品販売額 事業者数 従業者数

平成 19 年度 215 億 3,400 万円 334 事業所 1,414 人

平成 26 年度 176 億 3,500 万円 240 事業所 1,027 人

比　較 － 38 億 9,900 万円 － 94 事業所 － 387 人

　

商
業
活
性
と
消

　

費
者
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
、
紙
媒
体

に
よ
る
広
告
作
成
や
新
聞

折
込
に
対
す
る
補
助
制
度

を
創
設
し
て
は
。

問

　

新
聞
折
込
な

　

ど
で
チ
ラ
シ

に
よ
る
宣
伝
を
行
う
こ
と

は
町
民
の
購
買
意
欲
を
高

め
る
手
段
と
し
て
有
効
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
、
商
工
会
な
ど
と

協
議
し
、
必
要
な
施
策
か

ど
う
か
も
含
め
、
検
討
し

ま
す
。

町
長

　

子
ど
も
た
ち
が

　

現
在
の
町
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

見
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に

町
の
将
来
に
対
し
ど
の
よ

う
な
夢
を
描
い
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
は
ま
ち
づ

く
り
の
一
助
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　
「
※
１

　

子
ど
も
議
会
」
開

催
の
考
え
は
。

　

議
会
定
例
会

　

に
は
複
数
の

小
学
校
で
議
会
傍
聴
に
訪

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

議
会
に
対
す
る
子
ど
も
た

ち
の
関
心
は
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
市
町
村
で
は

す
で
に
「
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
方
法
を
協
議
し
な

が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

問

町
長

　
　
※
１

　

こ
ど
も
議
会

　

小
学
校
な
ど
の
児
童
や
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の

生
徒
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
る
模
擬
議
会
の
こ
と
。

　

近
年
、
子
ど
も
達
に
議
会
・
行
政
の
意
義
や
し
く

み
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
行
政

な
ど
児
童
生
徒
に
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
一
般

質
問
形
式
で
、
首
長
や
教
育
委
員
会
に
質
問
・
提
案

を
す
る
と
い
っ
た
形
が
多
く
見
ら
れ
る
。

用語



　

幼
稚
園
、
小
学

　

校
、
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
導
入
が
決
定
し

ま
し
た
が
、
資
材
準
備
や

工
事
の
遅
れ
は
。

　

ま
た
、
使
用
開
始
は
い

つ
か
ら
か
。

　

登
録
者
数
は

　

71
世
帯
で
、

こ
の
う
ち
賃
貸
や
売
買
の

契
約
が
成
立
し
た
件
数
は

16
世
帯
で
す
。

　

そ
の
う
ち
８
世
帯
が
町

外
か
ら
移
住
し
、
３
世
帯

は
町
内
の
方
、
残
り
５
世

帯
の
方
は
二
地
域
居
住
で

生
活
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
空
き
家
バ

　

ン
ク
制
度
に
よ

る
登
録
者
数
と
移
住
者

数
は
。
問

町政を問う
一般質問

湯
田　

良
一　

議
員

13

町長＝空き家活用で移住者増加に努める

空き家バンクで人口減少にブレーキを

学
校
の
エ
ア
コ
ン
稼
働
は

教
育
長
＝
本
格
的
な
使
用
は
、
来
年
度
か
ら

町
長

問

　

さ
ら
な
る
移
住

　

者
増
加
を
図
る

た
め
、
空
き
家
と
セ
ッ
ト

で
家
庭
菜
園
な
ど
が
行
え

る
よ
う
農
地
も
紹
介
す
る

考
え
は
。

問

　

昨
年
、
※
２

　

農

　

地
取
得
に
お

け
る
下
限
面
積
要
件
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

町
で
紹
介
し
て
い
る
空
き

家
バ
ン
ク
の
物
件
は
、
農

地
も
併
せ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

制
度
利
用
者
が
内
覧
の

際
に
は
、
農
地
も
紹
介
す

る
な
ど
、
空
き
家
の
活
用

に
よ
る
移
住
者
増
加
に
努

め
ま
す
。

町
長

　

請
負
業
者
と

　

各
学
校
の
行

事
な
ど
を
す
り
合
わ
せ
な

が
ら
、
施
工
計
画
書
の
作

成
を
行
っ
て
お
り
、
夏
休

み
中
の
施
工
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
資
材

や
工
事
の
遅
れ
の
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

工
期
は
、
９
月
13
日
ま

で
の
た
め
、
本
格
的
な
使

用
開
始
は
来
年
度
か
ら
と

な
り
ま
す
。

教
育
長

　

県
内
各
地
で
夏

　

休
み
期
間
の
短

縮
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
町
の
考
え
は
。

問
　

夏
休
み
は
、

　

暑
さ
対
策
だ

け
で
は
な
く
、
普
段
学
校

で
は
学
べ
な
い
家
庭
や
地

域
で
の
主
体
的
な
学
び
を

身
に
着
け
る
大
切
な
時
間

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
短
縮
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
長

　
　
※
２

　

農
地
取
得
に
お
け
る
下
限
面
積
要
件

　

耕
作
の
た
め
に
農
地
の
所
有
権
な
ど
の
権
利
を
取

得
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可
が

必
要
で
、
そ
の
許
可
要
件
の
一
つ
に
「
経
営
農
地
の

下
限
面
積
要
件
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
。

　

法
律
で
は
、
下
限
面
積
を
50
ア
ー
ル
と
定
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
、南
会
津
町
で
は
省
令
に
基
づ
き
、

町
内
の
農
用
地
区
域
の
農
地
は
30
ア
ー
ル
、
農
用
地

区
域
以
外
は
１
平
方
メ
ー
ト
ル
と
定
め
、
空
き
家
に

付
随
し
た
農
地
や
不
在
者
が
相
続
し
た
農
地
な
ど
の

遊
休
農
地
化
を
防
ぎ
、
適
正
な
農
地
管
理
を
図
っ
て

い
る
。

用語



　

公
共
交
通
空
白

　

地
域
は
ど
こ

か
。

　

田
島
地
域
で

　

は
、
小
出
原

地
区
、長
野
地
区
の
一
部
、

針
生
地
区
の
一
部
、
伊
南

地
域
で
は
、
多
々
石
地
区

の
計
４
地
区
で
、
こ
れ
ら

の
空
白
地
域
を
解
消
し
、

町
民
が
居
住
す
る
区
域
す

べ
て
に
公
共
交
通
を
運
行

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
舘
岩
地
域
と
南

郷
地
域
に
は
空
白
地
域
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問

山
内　
　

政　

 

議
員

町政を問う
一般質問

14

町長＝可能な限り早く解消するよう取り組む
公 共 交 通 空 白 地 域 の 解 消 は

町
長

　

こ
の
空
白
地
域

　

と
公
共
交
通
を

結
ぶ
運
行
方
法
は
。

問

　
　
※
１

　

デ
マ
ン
ド
交
通

　

運
行
経
路
や
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

利
用
者
の
事
前
予
約
に
合
わ
せ
て
運
行

す
る
地
域
公
共
交
通
の
こ
と
。

用語

　

現
段
階
で

　

は
、
※
１

　

デ
マ

ン
ド
交
通
を
考
え
て
い
ま

す
。 町

長

　

空
白
地
域
の
交

　

通
不
便
解
消
は

い
つ
実
施
さ
れ
ま
す
か
。

問
　

令
和
２
年
度

　

以
降
、
順
次

整
備
し
、
可
能
な
限
り
早

く
空
白
地
域
が
解
消
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

町
長

　

南
会
津
町
地
域

　

公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
町
民
へ
説
明
す

る
予
定
は
。

問
　

タ
ウ
ン
ミ
ー

　

テ
ィ
ン
グ

や
、
出
前
講
座
な
ど
に
よ

る
集
落
懇
談
会
に
参
加

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
効

果
的
な
運
行
方
法
に
よ
る

公
共
交
通
網
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

町
長



　

町
で
は
子
ど
も

　

が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
対

策
は
。

　

町
の
総
合
振

　

興
計
画
で
定

め
た
５
つ
の
目
標
の
柱
の

一
つ
に
、「
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
」
が
あ
り
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
各
種
方
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
体
制
の
整
備

は
、
消
防
団
を
中
核
と
し

た
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
や
、
自
主
防
災
組
織
の

強
化
を
進
め
て
お
り
、
交

通
安
全
対
策
は
、
町
の
交

通
対
策
協
議
会
、
交
通
安

全
協
会
、
交
通
安
全
母
の

会
を
は
じ
め
、
南
会
津
警

察
署
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
、
交
通
安
全
意
識
の

啓
発
や
危
険
箇
所
な
ど
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

町
民
の
安
全

　

安
心
対
策
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

問

町政を問う
一般質問

星　

光
久　

議
員

15

町長＝総合振興計画に基づき進める

町 民 の 安 全 安 心 対 策 は

　

子
育
て
環
境

　

の
充
実
は
、

本
町
の
重
大
施
策
と
位
置

づ
け
、
こ
れ
ま
で
も
結
婚

か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目

の
な
い
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

町

の

少

子

化

対

策

は

町
長
＝
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

町
長

問町
長

「交通事故死ゼロを目指す日」街頭活動のようす
（令和元年 5 月 20 日 田島地域）

　

さ
ら
に
、
防
犯
対
策

は
、
各
地
区
へ
、
防
犯
灯

設
置
補
助
金
を
交
付
す
る

な
ど
、
夜
間
の
犯
罪
防
止

や
通
行
者
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
出
入
り
口

　
（
国
道
）
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考

え
は
。 問

　

他
の
自
治
体

　

の
先
進
的
事

例
を
調
査
研
究
し
ま
す
。

町
長

　

全
国
的
に
も
少
子
化
対

策
と
子
育
て
環
境
の
整
備

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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第 １ 回 臨 時 会
令和元年５月１３日

　

町
か
ら
は
報
告
１
件
、
条
例
の
改
正
１
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予

算
１
件
、
そ
の
他
の
議
案
４
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　【会議録がインターネットで閲覧できます】
　 　南会津町議会の最初の定例会（平成１８年第１回）からの会議録を、
　インターネットで閲覧できますので、ご覧ください。
　※令和元年第２回 ( ６月 ) 定例会の会議録は、
　　作成中につき、完成次第掲載します。 南会津町議会会議録

私たちが
「議会だより」

をつくります

　

議
会
広
報
委
員
会
が
新
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
初
め
て
の

議
会
だ
よ
り
発
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
の
議
会
基
本
条
例
の
前

文
に
は
「
議
会
と
町
長
は
、

二
元
代
表
制
の
下
で
、
異
な

る
特
性
を
い
か
し
、
町
民
の

意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
競
い
合
い
、
協
力
し

合
い
、
最
良
の
意
思
決
定
を

導
く
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
議
会
の
活
動
や

町
政
と
の
対
話
行
動
は
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
お
知
ら

せ
す
る
方
法
が
「
議
会
だ
よ

り
」
で
あ
り
、
編
集
は
議
会

広
報
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
読
み
や
す
く
親

し
み
や
す
い「
議
会
だ
よ
り
」

づ
く
り
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
愛
読
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

議会広報委員会のメンバー
町民の皆さまに親しまれる「議会だより」をめざします。

　　　　　　　【物品購入契約】
◆ 契約の目的
　消防ポンプ自動車購入
◆ 契約の物件
　消防ポンプ自動車　１台
　（田島地域に１台）
◆請負金額　２，２４０万７千円
◆契約の相手方　株式会社ホシノ 

議案第 49 号 ３
件
の
契
約
案
件
を
可
決

　　　　　　　【物品購入契約】
◆ 契約の目的
　給食配送運搬車購入
◆ 契約の物件
　給食配送運搬車　１台
◆請負金額　７８１万９，０９２円
◆契約の相手方
　福島トヨペット株式会社 南会津店

議案第 50 号

　　　　　　　【物品購入契約】
◆ 契約の目的
　建設機械購入
◆ 契約の物件
　除雪ドーザ　１台
　規格型式　14 ｔ級車輪式
　第４次排出ガス規制対策型
　+ ロータリ除雪装置 100PS
　本体キャタピラー製　CAT  926M
◆請負金額　３，６０８万円
◆契約の相手方　
　日本キャタピラー合同会社  会津営業所

議案第 51 号



要　望　事　項
①過疎地域自立促進事業の支援

②中山間地域医療の充実と県立南会津病院の整備拡充

③南会津地方の県立高等学校の存続

④国道２８９号（駒止峠）無散水融雪施設設置と
　国道３５２号 ( 穴原～耻風間 ) の改良促進

南 会 津 地 方
町 村 議 会 議 員 大 会 国政・県政に届け！　地域の ”声 ”

　

７
月
３
日
、
御
蔵
入
交
流
館
で
、
南

会
津
地
方
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す

る
議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
南
会
津
郡
内
４
町
村

の
議
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
南
会
津
地

方
の
諸
問
題
を
共
同
で
解
決
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
回

で
70
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
本
町
議
会
か
ら
湯
田
芳

博
議
員
と
馬
場
浩
議
員
が
４
つ
の
要
望

事
項
を
提
案
し
、
満
場
一
致
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
国
と
県
に
対
し
、
実
現
に
向

け
た
粘
り
強
い
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

湯田　芳博　議員
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【表紙の紹介】
　

田
島
小
学
校
で
は
、
３

年
生
を
対
象
に
総
合
的
な

学
習
の
一
環
と
し
て
「
南

会
津
の
伝
統
文
化
を
学
ぼ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
歌

舞
伎
」
の
授
業
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

専
門
の
指
導
者
を
招

き
、
熱
心
な
演
技
指
導
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
今
年

12
月
に
は
、
御
蔵
入
交
流

館
で
成
果
発
表
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

馬場　浩　議員

田 島 小 学 校

「ツケ打ち」の指導のようす義太夫指導のようす 演技指導のようす
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副 委 員 長 馬場　　浩
委 員 五十嵐芳道

川島　　進
渡部　訓正
湯田　　哲

令和元年第３回定例会

９月６日（金）開会予定

町 民 の 声 南会津町へ U・I ターンしてきた方へ、移住されたきっかけや町
の魅力をインタビューしました。
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坂内　優美さん (48)、伸二さん (44)、美寿々ちゃん (5)
東京都墨田区から I ターンし、

トマト栽培を営んでおり、現在４年目とのことです。

　

南
会
津
町
に
来
ら

　

れ
る
ま
で
は
ど
ち

ら
に
お
住
ま
い
で
し
た

か
？

　

東
京
都

　

墨
田
区

で
I
T
企
業
で
働
い
て

い
ま
し
た
。

Q

育
所
の
申
し
込
み
を
し
た

の
で
す
が
入
所
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
元
々
、
田
舎
で
農
業

を
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
夢

だ
っ
た
の
で
、
少
し
早
く

な
る
け
ど
夢
に
向
か
っ
て

進
む
決
心
を
し
ま
し
た
。

全
国
さ
ま
ざ
ま
な
産
地
を

見
学
す
る
中
で
南
郷
ト
マ

ト
を
知
り
、
南
会
津
町
の

サ
ポ
ー
ト
、
移
住
実
績
が

多
い
事
、
一
年
目
か
ら
農

家
の
経
営
で
子
供
を
育
て

　

子
供
が
生

　

ま
れ
て
保

坂
内
さ
ん

　

南
会
津
町
に
移
住

　

す
る
き
っ
か
け

は
？ Q 坂

内
さ
ん

　

移
住
す
る
に
あ
た

　

り
不
安
は
あ
り
ま

し
た
か
？

Q

　

子
ど
も
の

　

教
育
面

で
、
学
校
の
選
択
肢
が
少

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

坂
内
さ
ん

　

南
会
津
町
の
魅
力

　

は
何
で
す
か
？

Q

　

四
季
が
は

　

っ
き
り
し

て
い
て
、
特
に
冬
は
雪
で

楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
や
耕
作
地

が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

な
に
よ
り
、
近
所
の

方
々
が
親
切
で
す
。

坂
内
さ
ん

　

現
在
困
っ
て
い
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？ Q

　

近
所
に
子

　

ど
も
の
遊

び
相
手
が
い
な
い
こ
と
で

す
。 坂

内
さ
ん

　

町
行
政
に
求
め
る

　

こ
と
は
？

Q

　

移
住
フ
ェ

　

ア
な
ど
で

も
っ
と
南
郷
ト
マ
ト
を

P
R
し
、
町
へ
の
移
住

者
を
増
や
し
て
欲
し
い
で

す
。

　

ま
た
、
教
育
面
で
は
、

少
人
数
な
ら
で
は
の
良
さ

を
生
か
し
て
子
供
の
教
育

を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

坂
内
さ
ん

　

最
後
に
一
言
ど
う

　

ぞ
。

Q

　

こ
れ
か
ら

　

も
長
く
ト

マ
ト
生
産
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
移
住
者
の
仲

間
を
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
作

物
に
挑
戦
し
自
給
す
る
こ

と
も
目
指
し
ま
す
。

坂
内
さ
ん

な
が
ら
生
活
で
き
る
事
が

わ
か
り
南
会
津
町
で
暮
ら

す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。


